
国際日本学共同研究部門（2012~2016 年度） 

日本に関わる人文科学的見地に基づく様々な研究を展開することを目的とする。考え得

る研究内容は多岐にわたるが、当面下記の三つの研究計画を推進することとする。 
 
1. 日本語の歴史的典籍のデータベース構築事業」（主担当者：兼築・池澤） 

本事業は文部科学省による「学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想『ロー

ドマップ』」に基づく、東京大学と国文学研究資料館との共同研究であり、早稲田大学が協

力校の一つに指定されている。今後 10年計画で 70億円程度の概算要求を行って実施する、

国家的な規模の大型プロジェクトの一つである。 
本学所蔵の日本語日本文学・日本史に関する古典籍をデジタル化する事業であり、実現す

れば日本学研究の基盤形成に大きな威力を発揮することになる。この事業への協力準備を

進め、実施に当たってはデータ化への協力態勢を固めることを目指す。すでに国文学研究資

料館及びプロジェクト責任者の長島弘明東京大学教授からは、文書やメールによる依頼を

受けており、予算交付の決定次第、作業を進める事になろう。 
 
2. 「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」（主担当者：竹本・陣野） 

日本の古典籍校訂には、諸本校合を踏まえた作業が必須であることが多い。その根拠とな

る文献学的方法論は、近代以前より伝統的に行われてきた体験的方法に、明治時代になって

から輸入されたとするドイツ文献学の方法論が加味されたものと考えられているが、肝心

の原拠となった文献学的方法については、未だかつて検証されたことがない。日本文学・日

本史の諸分野には、異本校合による本文校訂の方針について、必ずしも一致した方法論が存

在するわけではなく、校訂本文のありようは校訂者の個人差が色濃く反映されたものとな

っている。要するに恣意的な本文校訂が少なくないことが実状であり、古典本文の権威に重

大な疑義を抱かせる因子を内包しているのである。 
古典籍の校訂方針に科学としてより徹底した理論的裏付けを求めるには、同様の古典籍

校訂の方法に関する国際的な比較研究が必須となろう。すなわち、例えばラテン世界の諸原

典の校訂やヨーロッパ諸国の国民文学作品の校訂などが、どのように行われてきたか、また

現代における研究上の課題とは何かについて、深く考察することがわが国古典学の進展に

とって重要となろう。 
このような研究課題を本研究部門の研究者を中心とした共同研究グループによって考察

し、新たな本文校訂の方法を開拓するのが本研究部門の目的である。本研究については、学

外研究者とも連携した研究グループを構成し、特別推進研究などの大型予算に挑戦するこ

とを前提とする。そのための準備研究会を、研究部門認可後、月例で開始する予定である。 
 



3. 「近現代文学への新しい国際的アプローチの構築」（主担当者：中島・高橋・十重田・

鳥羽） 
明治以降現代に至るまでのさまざまな近現代文学の作品を対象に、日本文学周辺の研究

者や外国の研究者をまじえて、今後期待される新しい視点・方法で共同研究を実施する。こ

れまで関係を深めて来た、コロンビア大学やイナルコ（フランス国立東洋言語文化研究学

院〉などとの共同研究・大学院教育の経験とその成果も、本研究計画の大きな資産である。 
作品本文をどう扱うかについてでは、日本語学の成果をも吸収しつつ、メディアとの関係

に留意しながら、本文校訂やテクスト分析の基本理念を構築し、中央図書館・文学学術院所

蔵の資料をも活用した研究を推進する。 
 
メンバー（2016 年度活動終了時） 
竹本 幹夫(代表者) 
池澤 一郎 
稲畑 耕一郎 
上野 和昭 
岡崎 由美 
兼築 信行 
川尻 秋生 
河野 貴美子 
児玉 竜一 
塩野 加織 
新川 登亀男 
陣野 英則 
瀬戸 直彦 
高梨 信博 
高橋 敏夫 
高松 寿夫 
十重田 裕一 
鳥羽 耕史 
藤井 明彦 
冬木 ひろみ 
宮城 徳也 
宗像 和重 
森山 卓郎 
藤井 慎太郎 
新見 哲彦（教育・総合科学学術院） 



松本 直樹（教育・総合科学学術院） 
川島 京子（招聘研究員） 
黒岩 卓 （招聘研究員） 
三宅 晶子（招聘研究員） 
山田 俊治（招聘研究員） 
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